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地域福祉懇談会、アンケート調査より

「地域福祉活動計画とは」
　この計画は、社会福祉協議会（以下「社協」）が市民、
福祉活動実践者、社会福祉関係者、行政機関などと連携・
協働し進めるもので、地域の福祉課題を解決するために
市民が主体的に関わる地域福祉活動を計画的に推進して
いくための民間の計画です。

行政計画との連携

基本理念と3つの基本目標

誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり

基本目標 1 支えあい・助けあいの地域づくり
住民が共に支えあい・助けあう地域づくりの推進

基本目標２ 想いを尊重した生活支援
一人ひとりの困りごとを受け止め、自分らしい生活を支援
する仕組みづくり

基本目標３ 地域活動のつながりづくり
地域に根ざした活動を応援し、つながりの輪の拡充

　本活動計画は、令和２年度から令和６年度の５か年計画になっており、第３期常総市地域福祉
計画と連携・協働して推進していくことで、市民と行政の協働による地域福祉の推進を図ります。

　第３次計画の取り組みについて検証・見直しを行った結
果、常総市では地域における福祉活動のより一層の推進が
求められていることが分かりました。そのため、本計画の
基本理念は、第３次計画を踏襲し、「誰もが安心して暮らせ
る福祉のまちづくり」とすることとしました。また、基本
理念を達成するために３つの基本目標を設定し、課題解決
に向けて事業を実施してまいります。

市民参加による計画策定

～地域での困りごと、改善したいこと～

地域のこと

地域福祉活動計画

協働・連携

常総市社会福祉協議会

地域福祉計画

じょうそう未来創生プラン

その他福祉関連プラン

子ども・子育てプラン

障がい者プラン

高齢者プラン

常総市

地域住民・ボランティア・
関係機関・福祉事業所　など

市民と行政の協働による地域福祉の推進

連携・協働
一体的に

・近所のつながり希薄
・地域リーダー不足
・災害時避難、声かけ
・空き家対策

高齢者・要支援者のこと

・安否確認、見守り
・交流の場づくり
・家事援助
・ゴミ出し支援

子どものこと

・登下校時の見守り
・子育て、保育の充実
・危険な通学路

　本計画の策定にあたって、多くの市民の声を反映させ
るため計画策定管理委員会や地域福祉懇談会、アンケー
トを実施しました。
　これまでの計画での課題と市民からの意見を反映さ
せ、第４次計画を策定しました。

誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくりをめざして
　少子・高齢化の進行や働き方などの生活様式の変化に伴って地域社会や家庭の様相は大きく
変化し、地域における生活課題が多種多様に広がっています。
　課題に対し、公的な制度やサービスの考え方が示される一方で、公的な福祉だけに頼らない
地域住民や民間の参画による支えあい、助けあいの仕組みが必要とされ、地域福祉活動に対す
る期待は大きなものとなっています。
　常総市社協では、地域福祉活動計画の基本理念として「誰もが安心して暮らせる福祉のまち
づくり」を掲げ、第１次計画（平成１６年度～平成２０年度）、第２次計画（平成２１年度～平
成２５年度）、第３次計画（平成２６年度～平成３１年度）を策定し、市民やボランティア市民
活動団体、各関係機関等と連携・協働し、計画の実現へ向けた取り組みを進めてきました。

基本
理念
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福祉座談会 ふれあい・いきいきサロン スポーツ交流会

子ども会 女性団体

など

ボランティア

民生委員
児童委員自治会

福祉施設シルバー
クラブ

社 協 支 部

地 域 住 民

社協支部の組織図（概念図）

社協支部活動イメージ

第４次地域福祉活動計画　体系図 支えあい・助けあいの地域づくり
～地域性を生かした27の社協支部を中心に推進します～

協働・連携・共有

情報提供・活動支援

支えあい・助けあいの地域づくり（地域共生社会）の推進

基本理念

１．支えあい･助けあいの
　　地域づくり

誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり
　地域福祉懇談会やアンケート調査などから、以前とく
らべ、地域のつながりが弱くなっており、近所の支えあい・
助けあいが少なくなっていることが分かりました。また、
生活課題が多様化しており、公的な福祉サービスだけで
対応することが難しい課題が増加しています。
　このような状況の中、さまざまな課題を解決していく
ためには、地域住民一人ひとりがお互いに理解し合い、
自分が住む地域の様々な問題に関心をもち、その解決に
向けて考えていくための仕組みづくり必要があります。
　常総市社会福祉協議会では、市内 27 の支部を通じて、
地域住民同士が話し合いをし、社協と連携して課題解決
のための取り組みを共に考え、実践していいきます。

住民が共に「支えあい」「助
けあう」地域づくりを推進し
ます

２．想いを尊重した
　　生活支援
一人ひとりの困りごとを受け
止め、自分らしい生活を支援
します

３．地域活動の
　　つながりづくり
地域に根ざした活動を応援し
つながりの輪を広げます

①地域の支えあい・助けあいの関係
がさらに深まるよう住民主体の福
祉活動を推進します。

②住民参加により地域の福祉課題解
決のための取り組みを推進しま
す。

③福祉情報を収集し、分かりやすい
情報発信を行います。

④自分のまちを、みんなで支える活
動を充実させていきます。

①住民一人ひとりが抱える様々な困
りごとを受け止める相談体制を整
備し、関係機関等と連携し課題解
決に向けて取り組みを行います。

②多様な生活課題を抱える住民に対
し、福祉サービス・制度の利用を
通じて、その人の将来を見据えた
自立した生活を支援します。

③地域で暮らす障がいのある方に対
して、施設サービスの提供と包括
的な相談支援を行うことで、地域
生活の継続を支援していきます。

④子どもたちの心と体を育む活動を
地域ぐるみで推進していきます。

①ボランティア活動者・団体が楽し
くやりがいをもって活動できるよ
うに活動や運営の支援を行いま
す。

②地域の福祉活動に興味を持つきっ
かけとなるような福祉教育を行う
とともに、地域を支える福祉人材
の育成を推進します。

③ボランティア活動者・団体、福祉
施設などの交流・協力・連携を進
めることで、地域の福祉活動つな
がりの輪を広げていきます。

基本目標

推進項目

1．社協支部活動支援
2．社協支部推進体制強化
3．地域福祉座談会
4．在宅福祉サービス「せいむ」
5．ほほえみネットワーク
6．ふれあい・いきいきサロン活動
支援

7．お食事会
8．高齢者生きがい支援
9．福祉情報広報啓発
10. 声の広報発行事業
11. 社協会員会費募集
12. 赤い羽根共同募金

13．総合相談（心配ごと相談、法律
相談） 

14．福祉サービス苦情相談窓口
15．日常生活自立支援
16．貸付・食料支援
17．家計改善支援
18．予約型乗り合い交通（ふれあい号）
19．歳末たすけあい見舞金支給
20．福祉機器貸出
21．常総市心身障害者福祉センター運営
22．常総市児童デイサービスセン

ター運営
23．障がい者相談支援センター運営
24．基幹相談支援センター運営
25．三坂児童館運営
26．水海道児童センター運営

27．ボランティア・市民活動支援
28．赤い羽根地域づくり応援助成
29．常総ボランティア連絡協議会

支援
30．常総市シルバークラブ連絡協

議会支援
31．ボランティア講座
32．福祉出前講座
33．ボランティア市民活動団体交流
34．災害ボランティアセンター運営

実施事業

社協支部

・福祉座談会
・研修会

など

共有の場づくり
・高齢者サロン
　（介護予防・健康づくり）
・コミュニティサロン
　（世代を問わず開催）

など

通いの場づくり
・スポーツ大会
・敬老会
・世代間交流会

など

交流の場づくり
・要支援者の
　見守り、声かけ

・ゴミ出しなどの
　簡単なお手伝い

など

見守り・支援活動

社協
事務局
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福祉座談会 ふれあい・いきいきサロン スポーツ交流会

子ども会 女性団体

など

ボランティア

民生委員
児童委員自治会

福祉施設シルバー
クラブ

社 協 支 部

地 域 住 民

社協支部の組織図（概念図）

社協支部活動イメージ

第４次地域福祉活動計画　体系図 支えあい・助けあいの地域づくり
～地域性を生かした27の社協支部を中心に推進します～

協働・連携・共有

情報提供・活動支援

支えあい・助けあいの地域づくり（地域共生社会）の推進

基本理念

１．支えあい･助けあいの
　　地域づくり

誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり
　地域福祉懇談会やアンケート調査などから、以前とく
らべ、地域のつながりが弱くなっており、近所の支えあい・
助けあいが少なくなっていることが分かりました。また、
生活課題が多様化しており、公的な福祉サービスだけで
対応することが難しい課題が増加しています。
　このような状況の中、さまざまな課題を解決していく
ためには、地域住民一人ひとりがお互いに理解し合い、
自分が住む地域の様々な問題に関心をもち、その解決に
向けて考えていくための仕組みづくり必要があります。
　常総市社会福祉協議会では、市内 27 の支部を通じて、
地域住民同士が話し合いをし、社協と連携して課題解決
のための取り組みを共に考え、実践していいきます。

住民が共に「支えあい」「助
けあう」地域づくりを推進し
ます

２．想いを尊重した
　　生活支援
一人ひとりの困りごとを受け
止め、自分らしい生活を支援
します

３．地域活動の
　　つながりづくり
地域に根ざした活動を応援し
つながりの輪を広げます

①地域の支えあい・助けあいの関係
がさらに深まるよう住民主体の福
祉活動を推進します。

②住民参加により地域の福祉課題解
決のための取り組みを推進しま
す。

③福祉情報を収集し、分かりやすい
情報発信を行います。

④自分のまちを、みんなで支える活
動を充実させていきます。

①住民一人ひとりが抱える様々な困
りごとを受け止める相談体制を整
備し、関係機関等と連携し課題解
決に向けて取り組みを行います。

②多様な生活課題を抱える住民に対
し、福祉サービス・制度の利用を
通じて、その人の将来を見据えた
自立した生活を支援します。

③地域で暮らす障がいのある方に対
して、施設サービスの提供と包括
的な相談支援を行うことで、地域
生活の継続を支援していきます。

④子どもたちの心と体を育む活動を
地域ぐるみで推進していきます。

①ボランティア活動者・団体が楽し
くやりがいをもって活動できるよ
うに活動や運営の支援を行いま
す。

②地域の福祉活動に興味を持つきっ
かけとなるような福祉教育を行う
とともに、地域を支える福祉人材
の育成を推進します。

③ボランティア活動者・団体、福祉
施設などの交流・協力・連携を進
めることで、地域の福祉活動つな
がりの輪を広げていきます。

基本目標

推進項目

1．社協支部活動支援
2．社協支部推進体制強化
3．地域福祉座談会
4．在宅福祉サービス「せいむ」
5．ほほえみネットワーク
6．ふれあい・いきいきサロン活動
支援

7．お食事会
8．高齢者生きがい支援
9．福祉情報広報啓発
10. 声の広報発行事業
11. 社協会員会費募集
12. 赤い羽根共同募金

13．総合相談（心配ごと相談、法律
相談） 

14．福祉サービス苦情相談窓口
15．日常生活自立支援
16．貸付・食料支援
17．家計改善支援
18．予約型乗り合い交通（ふれあい号）
19．歳末たすけあい見舞金支給
20．福祉機器貸出
21．常総市心身障害者福祉センター運営
22．常総市児童デイサービスセン

ター運営
23．障がい者相談支援センター運営
24．基幹相談支援センター運営
25．三坂児童館運営
26．水海道児童センター運営

27．ボランティア・市民活動支援
28．赤い羽根地域づくり応援助成
29．常総ボランティア連絡協議会

支援
30．常総市シルバークラブ連絡協

議会支援
31．ボランティア講座
32．福祉出前講座
33．ボランティア市民活動団体交流
34．災害ボランティアセンター運営

実施事業

社協支部

・福祉座談会
・研修会

など

共有の場づくり
・高齢者サロン
　（介護予防・健康づくり）
・コミュニティサロン
　（世代を問わず開催）

など

通いの場づくり
・スポーツ大会
・敬老会
・世代間交流会

など

交流の場づくり
・要支援者の
　見守り、声かけ

・ゴミ出しなどの
　簡単なお手伝い

など

見守り・支援活動

社協
事務局

福祉座談会 ふれあい・いきいきサロン スポーツ交流会

子ども会 女性団体

など

ボランティア
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児童委員自治会

福祉施設シルバー
クラブ

社 協 支 部

地 域 住 民

社協支部の組織図（概念図）

社協支部活動イメージ
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協働・連携・共有

情報提供・活動支援

支えあい・助けあいの地域づくり（地域共生社会）の推進

基本理念

１．支えあい･助けあいの
　　地域づくり

誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり
　地域福祉懇談会やアンケート調査などから、以前とく
らべ、地域のつながりが弱くなっており、近所の支えあい・
助けあいが少なくなっていることが分かりました。また、
生活課題が多様化しており、公的な福祉サービスだけで
対応することが難しい課題が増加しています。
　このような状況の中、さまざまな課題を解決していく
ためには、地域住民一人ひとりがお互いに理解し合い、
自分が住む地域の様々な問題に関心をもち、その解決に
向けて考えていくための仕組みづくり必要があります。
　常総市社会福祉協議会では、市内 27 の支部を通じて、
地域住民同士が話し合いをし、社協と連携して課題解決
のための取り組みを共に考え、実践していいきます。

住民が共に「支えあい」「助
けあう」地域づくりを推進し
ます

２．想いを尊重した
　　生活支援
一人ひとりの困りごとを受け
止め、自分らしい生活を支援
します

３．地域活動の
　　つながりづくり
地域に根ざした活動を応援し
つながりの輪を広げます

①地域の支えあい・助けあいの関係
がさらに深まるよう住民主体の福
祉活動を推進します。

②住民参加により地域の福祉課題解
決のための取り組みを推進しま
す。

③福祉情報を収集し、分かりやすい
情報発信を行います。

④自分のまちを、みんなで支える活
動を充実させていきます。

①住民一人ひとりが抱える様々な困
りごとを受け止める相談体制を整
備し、関係機関等と連携し課題解
決に向けて取り組みを行います。

②多様な生活課題を抱える住民に対
し、福祉サービス・制度の利用を
通じて、その人の将来を見据えた
自立した生活を支援します。

③地域で暮らす障がいのある方に対
して、施設サービスの提供と包括
的な相談支援を行うことで、地域
生活の継続を支援していきます。

④子どもたちの心と体を育む活動を
地域ぐるみで推進していきます。

①ボランティア活動者・団体が楽し
くやりがいをもって活動できるよ
うに活動や運営の支援を行いま
す。

②地域の福祉活動に興味を持つきっ
かけとなるような福祉教育を行う
とともに、地域を支える福祉人材
の育成を推進します。

③ボランティア活動者・団体、福祉
施設などの交流・協力・連携を進
めることで、地域の福祉活動つな
がりの輪を広げていきます。

基本目標

推進項目

1．社協支部活動支援
2．社協支部推進体制強化
3．地域福祉座談会
4．在宅福祉サービス「せいむ」
5．ほほえみネットワーク
6．ふれあい・いきいきサロン活動
支援

7．お食事会
8．高齢者生きがい支援
9．福祉情報広報啓発
10. 声の広報発行事業
11. 社協会員会費募集
12. 赤い羽根共同募金

13．総合相談（心配ごと相談、法律
相談） 

14．福祉サービス苦情相談窓口
15．日常生活自立支援
16．貸付・食料支援
17．家計改善支援
18．予約型乗り合い交通（ふれあい号）
19．歳末たすけあい見舞金支給
20．福祉機器貸出
21．常総市心身障害者福祉センター運営
22．常総市児童デイサービスセン

ター運営
23．障がい者相談支援センター運営
24．基幹相談支援センター運営
25．三坂児童館運営
26．水海道児童センター運営

27．ボランティア・市民活動支援
28．赤い羽根地域づくり応援助成
29．常総ボランティア連絡協議会

支援
30．常総市シルバークラブ連絡協

議会支援
31．ボランティア講座
32．福祉出前講座
33．ボランティア市民活動団体交流
34．災害ボランティアセンター運営

実施事業

社協支部

・福祉座談会
・研修会

など

共有の場づくり
・高齢者サロン
　（介護予防・健康づくり）
・コミュニティサロン
　（世代を問わず開催）

など

通いの場づくり
・スポーツ大会
・敬老会
・世代間交流会

など

交流の場づくり
・要支援者の
　見守り、声かけ

・ゴミ出しなどの
　簡単なお手伝い

など

見守り・支援活動

社協
事務局
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心身障害者福祉センター
児童デイサービスセンター
障がい者相談支援センター など

公的福祉
サービス

障がい福祉
サービス

見守りやいざという時の
ための連絡表の作成

ほほえみ
ネットワーク

福祉サービスの利用援助、
金銭管理などのサービス

日常生活
自立支援事業

在宅福祉サービス
「せいむ」

介護保険
サービス

乗合交通「ふれあい号」など

その他の様々な
社会資源

家事や子育て支援など、
会員制の助けあい活動 国際協力

災害救援

社会教育

NPOなど

自然環境

福祉ボランティア
（ボランティア連絡協議会）

まちづくり

想いを尊重した生活支援
～一人ひとりの困りごとを受け止め自分らしい生活を支援～

支援が必要な人

福祉出前講座

　住民一人ひとりが、住み慣れた地域で安心して暮らしていけるように、支援を必要とする人
の困りごとを受け止め、その人らしい生活が送れるよう包括的にサービスを提供できる支援体
制の充実を図ります。

地域活動のつながりづくり
～地域に根ざした活動などを応援し、つながりの輪を広げます～

　ボランティア・市民活動団体などが楽しくやりがいをもって活動ができるように、ボランティ
ア・市民活動センターにおいて、活動や運営の支援を行います。
　また、ボランティアの育成や身近に福祉に触れる機会を提供するため、さまざまなボランティ
ア講座を開催するとともに、ボランティア団体、福祉施設と連携・協働し、ふくし祭りを開催
するなど、地域で活動している様々な団体と協力して福祉のまちづくりを推進します。

日常生活自立支援事業くらしの安心！金銭管理や書類預かり

在宅福祉サービス「せいむ」

例えば…こんな場合にご相談ください！

家事・子育ての助けあい・支えあい活動

●日常生活のちょっとした困ったをお手伝いします
　例えば、こんなこと…

・福祉サービスの使い方がわからない。
・最近物忘れが多くて、通帳をしまい忘れてしまう。
・計画的にお金を使いたいが迷ってしまう。

利用するには、会員登録（無料）が必要です。

利用料金

利用時間

１時間　600円
※別途交通費がかかる場合あり
　
原則、平日午前9時～午後5時
※時間外は要相談

　高齢者や障がい者、育児中の方を対象に、家事・子育てに困っている方とお手伝いできる方を結ぶ、
会員制の福祉サービスです。

【支援日時】
　平日午前9時～午後5時（活動時間帯は要相談）

【対象者】
・認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者などの
うち、判断能力が不十分な方

情報提供 センターだより(年6回発行)でボランティア
活動に関する情報をお届けします。

活動紹介 ボランティア活動をしたい方と頼みたい方の
コーディネートを行います。

ボランティアの協力で福祉の体験が
できます！

元気に楽しく、シルバークラブの活
動を支援します。

シルバークラブ連絡協議会

登録・支援 センター登録(無料)いただいた方に、ボラン
ティア室や印刷機(用紙持参)などの貸出など
支援を行います。

【支援内容】
・福祉サービス利用手続きの援助や金銭管理など

1,100円/時間
・書類預かりサービス   500円/月　

部屋の掃除 子どもの一時預かり日用品の買物

ひとり暮らし高齢者・
虚弱高齢世帯・

障がい者・難病患者など

多様な分野の活動とネットワークを作ります

災害発生時には、全国からのボラン
ティアを受け入れます。

災害ボランティアセンター

ふくし祭り

ボランティア・福祉施設などが一緒
に、福祉活動を楽しく紹介します。

ボランティア活動を始めるきっかけ
づくり

ボランティア講座

福祉ボランティアの交流・連携を図
ります。

ボランティア連絡協議会

ボランティア・市民活動センター

部屋の掃除 日用品の買物
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心身障害者福祉センター
児童デイサービスセンター
障がい者相談支援センター など

公的福祉
サービス

障がい福祉
サービス

見守りやいざという時の
ための連絡表の作成

ほほえみ
ネットワーク

福祉サービスの利用援助、
金銭管理などのサービス

日常生活
自立支援事業

在宅福祉サービス
「せいむ」

介護保険
サービス

乗合交通「ふれあい号」など

その他の様々な
社会資源

家事や子育て支援など、
会員制の助けあい活動 国際協力

災害救援

社会教育

NPOなど

自然環境

福祉ボランティア
（ボランティア連絡協議会）

まちづくり

想いを尊重した生活支援
～一人ひとりの困りごとを受け止め自分らしい生活を支援～

支援が必要な人

福祉出前講座

　住民一人ひとりが、住み慣れた地域で安心して暮らしていけるように、支援を必要とする人
の困りごとを受け止め、その人らしい生活が送れるよう包括的にサービスを提供できる支援体
制の充実を図ります。

地域活動のつながりづくり
～地域に根ざした活動などを応援し、つながりの輪を広げます～

　ボランティア・市民活動団体などが楽しくやりがいをもって活動ができるように、ボランティ
ア・市民活動センターにおいて、活動や運営の支援を行います。
　また、ボランティアの育成や身近に福祉に触れる機会を提供するため、さまざまなボランティ
ア講座を開催するとともに、ボランティア団体、福祉施設と連携・協働し、ふくし祭りを開催
するなど、地域で活動している様々な団体と協力して福祉のまちづくりを推進します。

日常生活自立支援事業くらしの安心！金銭管理や書類預かり

在宅福祉サービス「せいむ」

例えば…こんな場合にご相談ください！

家事・子育ての助けあい・支えあい活動

●日常生活のちょっとした困ったをお手伝いします
　例えば、こんなこと…

・福祉サービスの使い方がわからない。
・最近物忘れが多くて、通帳をしまい忘れてしまう。
・計画的にお金を使いたいが迷ってしまう。

利用するには、会員登録（無料）が必要です。

利用料金

利用時間

１時間　600円
※別途交通費がかかる場合あり
　
原則、平日午前9時～午後5時
※時間外は要相談

　高齢者や障がい者、育児中の方を対象に、家事・子育てに困っている方とお手伝いできる方を結ぶ、
会員制の福祉サービスです。

【支援日時】
　平日午前9時～午後5時（活動時間帯は要相談）

【対象者】
・認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者などの
うち、判断能力が不十分な方

情報提供 センターだより(年6回発行)でボランティア
活動に関する情報をお届けします。

活動紹介 ボランティア活動をしたい方と頼みたい方の
コーディネートを行います。

ボランティアの協力で福祉の体験が
できます！

元気に楽しく、シルバークラブの活
動を支援します。

シルバークラブ連絡協議会

登録・支援 センター登録(無料)いただいた方に、ボラン
ティア室や印刷機(用紙持参)などの貸出など
支援を行います。

【支援内容】
・福祉サービス利用手続きの援助や金銭管理など

1,100円/時間
・書類預かりサービス   500円/月　

部屋の掃除 子どもの一時預かり日用品の買物

ひとり暮らし高齢者・
虚弱高齢世帯・

障がい者・難病患者など

多様な分野の活動とネットワークを作ります

災害発生時には、全国からのボラン
ティアを受け入れます。

災害ボランティアセンター

ふくし祭り

ボランティア・福祉施設などが一緒
に、福祉活動を楽しく紹介します。

ボランティア活動を始めるきっかけ
づくり

ボランティア講座

福祉ボランティアの交流・連携を図
ります。

ボランティア連絡協議会

ボランティア・市民活動センター
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日常生活自立支援事業くらしの安心！金銭管理や書類預かり

在宅福祉サービス「せいむ」

例えば…こんな場合にご相談ください！

家事・子育ての助けあい・支えあい活動

●日常生活のちょっとした困ったをお手伝いします
　例えば、こんなこと…

・福祉サービスの使い方がわからない。
・最近物忘れが多くて、通帳をしまい忘れてしまう。
・計画的にお金を使いたいが迷ってしまう。

利用するには、会員登録（無料）が必要です。

利用料金

利用時間

１時間　600円
※別途交通費がかかる場合あり
　
原則、平日午前9時～午後5時
※時間外は要相談

　高齢者や障がい者、育児中の方を対象に、家事・子育てに困っている方とお手伝いできる方を結ぶ、
会員制の福祉サービスです。

【支援日時】
　平日午前9時～午後5時（活動時間帯は要相談）

【対象者】
・認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者などの
うち、判断能力が不十分な方

情報提供 センターだより(年6回発行)でボランティア
活動に関する情報をお届けします。

活動紹介 ボランティア活動をしたい方と頼みたい方の
コーディネートを行います。

ボランティアの協力で福祉の体験が
できます！

元気に楽しく、シルバークラブの活
動を支援します。

シルバークラブ連絡協議会

登録・支援 センター登録(無料)いただいた方に、ボラン
ティア室や印刷機(用紙持参)などの貸出など
支援を行います。

【支援内容】
・福祉サービス利用手続きの援助や金銭管理など

1,100円/時間
・書類預かりサービス   500円/月　

部屋の掃除 子どもの一時預かり日用品の買物

ひとり暮らし高齢者・
虚弱高齢世帯・

障がい者・難病患者など

多様な分野の活動とネットワークを作ります

災害発生時には、全国からのボラン
ティアを受け入れます。

災害ボランティアセンター

ふくし祭り

ボランティア・福祉施設などが一緒
に、福祉活動を楽しく紹介します。

ボランティア活動を始めるきっかけ
づくり

ボランティア講座

福祉ボランティアの交流・連携を図
ります。

ボランティア連絡協議会

ボランティア・市民活動センター
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水海道第一高校
カスミ

第一ホテル水海道小学校
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市立図書館 線
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４
９
２
道
国
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水海道
事務所

みんなの力でしあわせを

〒300-2792
茨城県常総市新石下 4365
常総市石下総合福祉センター内
TEL  0297-30-8789　  FAX  0297-30-8790
ホームページ
Ｅ－メール

http://www.joso-shakyo.jp
info@joso-shakyo.jp

石下事務所（本所）

〒303-0034
茨城県常総市水海道天満町 2472
市民・福祉センター「ふれあい館」内
TEL  0297-23-2233　  FAX  0297-23-2234

水海道事務所

社会福祉法人 常総市社会福祉協議会

常総市心身障害者福祉センター

事業所名 所在地 連絡先

〒300-2505
常総市中妻町2643-1

ＴＥＬ 0297-22-9400
ＦＡＸ 0297-22-9411

常総市児童デイサービスセンター 〒303-0005
常総市水海道森下町4434-2 保健センター3階

ＴＥＬ 0297-22-5352
ＦＡＸ 0297-22-5354

三坂児童館 〒300-2506
常総市三坂町 402-1

ＴＥＬ・ＦＡＸ
　　　 0297-22-7937

水海道児童センター 〒303-0034
常総市水海道天満町 4678

ＴＥＬ 0297-23-1902
ＦＡＸ 0297-23-1903

障がい者相談支援センター
〒303-0034
常総市水海道天満町2472 市民・福祉センター内

ＴＥＬ 0297-23-5234
ＦＡＸ 0297-25-1002

常総市基幹相談支援センター ＴＥＬ 0297-25-1001
ＦＡＸ 0297-25-1002

事業所一覧
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